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ぶどう郷であり続けるために
受け継がれた歴史に感謝と誇りを込めて
10/4  第 61 回甲州市かつぬまぶどうまつり「鳥居焼き」
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過
去
最
高
10
万
人
を
超
え
る
来

場
者
が
訪
れ
た
今
年
の
甲
州
市
か

つ
ぬ
ま
ぶ
ど
う
ま
つ
り
。

　
本
市
の
特
産
で
あ
る
「
甲
州
ぶ

ど
う
」、「
ワ
イ
ン
」
の
無
料
サ
ー

ビ
ス
、
子
ど
も
神
輿
や
ス
テ
ー
ジ

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
夜
空

を
焦
が
す
鳥
居
焼
き
な
ど
の
多
彩

な
催
し
は
、
秋
の
甲
州
市
を
賑
わ

す
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
、
祭
り
を
大
い
に
盛

り
上
げ
、
訪
れ
る
皆
さ
ん
を
も
て

な
す
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
姿
は
、

昔
か
ら
あ
る
「
収
穫
に
感
謝
す
る

産
地
の
心
」
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　
先
人
か
ら
の
言
葉
に
、
ぶ
ど
う

ま
つ
り
と
は
本
来
、「
ぶ
ど
う
の
収

穫
に
感
謝
す
る
祭
り
」
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
基
と
な
る
「
ぶ
ど
う
」
は
、

昔
か
ら
住
民
に
よ
り
大
切
に
育
て

ら
れ
、
地
域
産
業
の
発
展
や
観
光

第
61
回

甲
州
市
か
つ
ぬ
ま

　
　ぶ
ど
う
ま
つ
り

先人から伝わる
地域文化
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交
流
を
通
じ
私
た
ち
の
生
活
を
支

え
、今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
た
「
甲

州
市
の
文
化
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
会
場
に
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、「
さ

す
が
、
日
本
一
の
ぶ
ど
う
産
地
」、

「
最
高
の
お
も
て
な
し
」
な
ど
、
祭

り
を
楽
し
み
、
喜
ぶ
感
動
の
声
が

飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

　
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

も
、「
今
年
１
年
の
収
穫
に
感
謝
」、

「
来
年
も
豊
作
の
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い

で
年
に
一
度
の
ぶ
ど
う
ま
つ
り
を

大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ぶ
ど
う
の
実
り
を
祝
う
「
ぶ
ど

う
ま
つ
り
」
は
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
方
の
支
え
が
あ
っ
て
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、「
わ
が
ま
ち
の
祭

り
」
を
誇
り
に
思
い
、
先
人
か
ら

継
承
さ
れ
た
心
に
感
謝
し
な
が
ら
、

後
世
に
「
ぶ
ど
う
産
地
の
素
晴
ら

し
さ
」
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

ぶどうに夢見た観光策
ぶどうまつりの始まり
　ぶどうまつりは、葡萄郷保勝協会と旅行倶楽部
が中心となり、昭和９年に雀宮神社の祭典に合わ
せて行われたものが始まりと言われています。
　その後、第２次世界大戦の拡大により、余儀な
く中止となったが、峡東地区の町村が協力して、
戦後の昭和２１年に一宮浅間神社を会場に「葡萄
祭」が行われ、昭和２３年からは、雀宮神社（現
在の勝沼中学校校庭）へと会場が移りました。
　昭和２９年、勝沼町と祝村、東雲村、菱山村、
それに初鹿野村（大和村）の一部の深沢地区が合
併して誕生した、新制勝沼町の町制施行記念行事
として、この年を第１回とする勝沼町制祭「ぶど
うまつり」が始まりました。
　その後現在に至るまで、１年のぶどうの収穫に
感謝すると同時に、様々な催しが加わり、現在の
祭りの形へとなっています。

収穫感謝、盆の送り火
夜空に輝く鳥居焼き
　ぶどうまつりで、もうひとつの大きなイベント
が、鳥居焼きです。
　柏尾山の中腹では、幅約５０メートル、高さ約
７０メートルの巨大な鳥居焼きが夜空に輝き浮か
び上がります。
　鳥居焼きの原点は江戸時代柏尾山大善寺の盆送
り火として７月１５日の晩に行われていました。
その後、明治になると仏教の排斥運動の流れや明
治の大水害などにより取り止めとなってしまいま
す。
　その後、昭和９年に葡萄祭として復活し、昭和
２９年の勝沼町誕生以降は町制記念事業として、
勝沼町あげての祭りとして継続し、鳥居焼きの火
と共に、ぶどうの実りに感謝する祭りとして合併
により甲州市となった今でも、地域によって続け
られています。

原点を振り返る
ぶどうまつりの歴史

地域の皆さんをはじめ、多くの方々
が、今年１年のぶどう収穫をお祝
いした、甲州市かつぬまぶどうま
つり。今だからこそ、ぶどうまつ
りの原点を振り返ります。

昭
和
後
期
の
ぶ
ど
う
ま
つ
り
の
様
子
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日
本
ワ
イ
ン
の

幕
開
け
は

甲
州
市
で
始
ま
っ
た

　
日
本
ワ
イ
ン
発
祥
の
地
で
あ
る
甲

州
市
は
、
我
が
国
で
千
年
以
上
の
歴

史
を
持
つ
と
さ
れ
る
日
本
固
有
の
品

種
「
甲
州
ぶ
ど
う
」
か
ら
醸
造
さ
れ

た
ワ
イ
ン
の
普
及
促
進
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
か
ら
始
ま
っ
た
１
３
０
年
余

の
ワ
イ
ン
造
り
と
、
地
場
産
業
へ
の

理
解
と
郷
土
愛
の
醸
成
促
進
へ
の
寄

与
を
目
的
に
、「
甲
州
ワ
イ
ン
で
乾
杯

条
例
（
通
称
）」「
10
月
10
日
甲
州
ワ

イ
ン
の
日
」
を
山
梨
県
で
初
め
て
制

定
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
市
内
の
飲
食
店
や
宿
泊
施

設
に
向
け
て
、
ワ
イ
ン
業
界
と
協
力

し
て
、
甲
州
ワ
イ
ン
の
普
及
を
呼
び

か
け
て
い
き
ま
す
。

甲州ワインで乾杯
10月10日は甲州ワインの日

甲州ワインのルーツを知る
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もっと身近に
甲州ワイン

日
本
ワ
イ
ン
の
聖
地

青
年
２
人
の
心
が
生
き
る

　
明
治
10
年
10
月
10
日
は
、
同
年

に
甲
州
市
勝
沼
町
（
旧
東
八
代
郡

祝
村
）
に
創
設
さ
れ
た
「
大
日
本

山
梨
葡
萄
酒
会
社
」
の
青
年
２
人

（
高
野
正
誠
氏
、
土
屋
龍
憲
氏
）
が

ブ
ド
ウ
栽
培
、
醸
造
技
術
を
学
ぶ

た
め
、
横
浜
港
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に

向
け
て
旅
立
っ
た
日
で
す
。

　
派
遣
期
間
を
終
え
、
フ
ラ
ン
ス

か
ら
帰
国
し
た
高
野
、
土
屋
の
両

氏
は
、
日
本
に
お
け
る
ワ
イ
ン
造

り
の
基
礎
を
築
き
、
宮
崎
光
太
郎

と
と
も
に
本
格
的
な
ワ
イ
ン
醸
造

と
普
及
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
地
元
の
甲
州
ぶ
ど
う

を
原
材
料
に
、
初
の
国
産
ワ
イ
ン

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

２
人
の
青
年
が
大
志
を
抱
い
て

フ
ラ
ン
ス
に
向
か
っ
て
か
ら
１
３

０
年
余
、
甲
州
市
の
ワ
イ
ン
は
、

醸
造
家
と
ブ
ド
ウ
農
家
が
互
い
に

協
力
し
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
重
ね
、

香
り
高
い
ワ
イ
ン
を
生
み
出
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
情
熱
は
、
世
界
の
名
誉
あ

る
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
で
上
位
入
賞

を
幾
度
も
果
た
す
な
ど
、
今
で
は

ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
「
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｈ

Ｕ
（
甲
州
）」
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
大

き
な
功
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
時
代
と
共
に
成
長
し
た
甲
州
市

の
ワ
イ
ン
産
業
は
、
こ
れ
ま
で
の

地
域
発
展
と
活
性
化
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

　
甲
州
種
は
、
日
本
を
代
表
と
す

る
ブ
ド
ウ
品
種
と
し
て
、
そ
の
地

位
を
保
ち
続
け
、
今
日
に
至
る
１

３
０
年
余
の
ワ
イ
ン
の
歴
史
は
先

人
達
の
歴
史
で
あ
り
、
今
後
も
産

地
の
プ
ラ
イ
ド
と
し
て
の
挑
戦
は

続
い
て
い
き
ま
す
。

乾杯条例を定めた１０月
１０日、市内各地で甲州ワ
インを味わいました。

甲州ワインのルーツを知る

甲州ワインの魅力を再認識
勝沼ぶどうの丘で開催した記念セミナーでは、
１００名を超える参加者が一堂に甲州ワイン
で乾杯。
また、齋藤浩さん（シャトー・メルシャン前
ゼネラルマネージャー）、長谷部賢さん（シ
ニアワインアドバイザー）、真藤舞衣子さん

（料理家）が講演し、甲州ワインの魅力を紹
介しました。

「昔はワインを湯飲み茶碗で飲んでい
たよ」と昔話で盛り上がりながら、甲
州ワインで乾杯しました。（写真：市
内飲食店）

高野正誠（左）と土屋龍憲（右）
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★　
笑
い
で
地
域
を
元
気
に
す
る
！

と
吉
本
興
業
は
、
甲
州
市
を
拠
点

に
活
動
す
る
市
民
劇
団
「
よ
し
も

と
ふ
る
さ
と
劇
団
」
を
関
東
地
域

で
初
め
て
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
吉
本

興
業
の
お
笑
い
芸
人
が
全
国
47
都

道
府
県
に
住
み
、
地
域
に
密
着
し

た
活
動
を
行
う
「
あ
な
た
の
街
に

“
住
み
ま
す
”
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

第
２
幕
と
し
て
、「
よ
し
も
と
ふ
る

さ
と
劇
団
」
を
各
地
で
推
進
し
て

い
く
も
の
で
す
。

　
「
参
加
条
件
、
地
元
が
好
き
」
を

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、
地
元
が
大

好
き
な
人
か
ら
全
国
各
地
の
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
物
語
を

舞
台
化
し
、
地
元
に
劇
団
を
設
立

し
て
地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と
い

う
企
画
で
す
。

　
関
東
初
の
旗
揚
げ
と
し
て
注
目

が
集
ま
る
「
ふ
る
さ
と
劇
団
」
は

11
月
30
日
、
甲
州
市
民
文
化
会
館

で
公
演
を
行
い
ま
す
。

　
当
日
の
公
演
に
は
、
や
ま
な
し

住
み
ま
す
芸
人
の
「
ぴ
っ
か
り
高

木
と
い
し
い
そ
う
た
ろ
う
」
を
は

じ
め
、
同
社
所
属
の
芸
人
が
多
数

集
結
し
ま
す
。

　
「
笑
い
で
地
域
を
元
気
に
」
を

テ
ー
マ
に
吉
本
興
業
が
甲
州
市
と

連
携
し
て
、
地
域
を
盛
り
上
げ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
会
場

で
劇
団
を
応
援
し
な
が
ら
、
い
っ

し
ょ
に
甲
州
市
を
元
気
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

ペナルティ

もう中学生 くまだまさし

中川家

★
★

甲
州
市
を
元
気
に
す
る 

よ
し
も
と

ふ
る
さ
と
劇
団

★
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吉本芸人
大集結！
中川家
ペナルティ
くまだまさし
もう中学生
スリムクラブ
ぴっかり高木と
いしいそうたろう

スリムクラブ

ぴっかり高木と
いしいそうたろう

■日　時　11 月 30 日（日）
　　　　　開演：午後２時
　　　　　開場：午後１時３０分
■会　場
　甲州市民文化会館　ホール
■入場料　（全席指定）　※５歳以上有料
　前売券　２，０００円
　当日券　２，５００円
■チケット販売所
○甲州市民文化会館
※ 前売券が完売した時点で、当日券の販売は
　中止とさせていただきます。
○チケットよしもと
　☎０５７０ ‐ ５５０ ‐ １００
○チケットぴあ
　☎０５７０ ‐ ０２ ‐ ９９９９
○ローソンチケット
　☎０５７０ ‐ ０８４ ‐ ００２

◆主催・お問い合わせ先
　甲州市民文化会館 
　☎３２ ‐ １４１１
※午前９時～午後５時
■休館日
※ 月曜日・国民の祝日
　（祝日と月曜日が重なるときはその翌日）

甲州市ふるさと劇団
旗揚げ公演＆よしもとお笑いライブ

当日は……
よしもとお笑いライブ（１部）
甲州市ふるさと劇団 旗揚げ公演（２部）
■当日出演者（予定）
　中川家
　ペナルティ
　くまだまさし
　もう中学生
　スリムクラブ
　ぴっかり高木といしいそうたろう

11/30 日
11/30 日
11/30 日
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今
、
な
ぜ
協
働
が必要

な
の
か

　
昨
今
、
地
域
お
こ
し
の
キ
ー
ワ

ー
ド
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

の
が
「
協
働
」
で
す
。

　
こ
の
協
働
は
、
昔
か
ら
私
た
ち

の
日
常
生
活
に
必
要
な
活
動
で
あ

り
、
人
と
人
を
結
び
つ
け
る
大
切

な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
平
成
23
年
３
月
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
全

国
の
皆
さ
ん
が
「
１
日
で
も
早
い

復
旧
復
興
」
の
願
い
か
ら
、
地
震

発
生
直
後
か
ら
様
々
な
支
援
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は
記

憶
に
新
し
い
本
年
２
月
、
市
内

全
域
に
１
メ
ー
ト
ル
超
の
大
雪

が
降
っ
た
時
も
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
共
助
の
心
が
ひ
と
つ
と
な

り
、
除
雪
作
業
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
の
撤
去
作
業
な
ど
で
多
く
の
協

働
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
、
広
島
県
大
雨
災
害

で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
住
民
一
人
ひ
と

り
が
再
建
へ
の
願
い
と
い
う
、
共

通
の
目
的
を
持
つ
こ
と
で
人
と
人

と
が
結
び
つ
き
、「
協
働
」
の
活
動

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
自
治
体
に
お
け
る
行
政
の
運
営

に
お
い
て
も
、
協
働
は
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
経
済
状
況
や
社
会
環
境

の
変
化
は
、
地
域
課
題
を
多
様
化

し
、
国
や
県
、
自
治
体
の
行
政
組

織
だ
け
で
は
対
応
や
対
策
が
困
難

次
代
へ
つ
な
ぐ

元
気
な
甲
州
へ
の
道
標

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
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な
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
従
来
の
行
政
手
法
で
は
、

市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、

柔
軟
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
難
し

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、
私
た
ち
の

日
頃
の
生
活
が
、
よ
り
暮
ら
し
や

す
く
、
元
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
に
、「
市
民
・

行
政
・
事
業
者
（
企
業
）」
が
一
体

と
な
り
、
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
課
題
へ
の
改
善
・
行
政
運

営
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
も

い
え
る
「
協
働
」
こ
そ
が
、
現
在

の
甲
州
市
を
つ
く
り
、
そ
し
て
、

次
代
に
つ
な
ぐ
、
元
気
な
甲
州
市

へ
と
導
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ころ柿を通じて地域の活性
化など新しい可能性を模索
し開催した「ころ柿文化祭」
( 平成 26 年２月 )

子
育
て
支
援
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
す
て
っ
ぷ
・

あ
っ
ぷ
る
は
「
あ
っ
ぷ
る
祭
」
を
開
催

家
庭
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
つ
い
て

菱
山
地
区
で
は
研
修
会
を
開
催

子
育
て
・
防
犯
・
防
災
等

地
域
を
み
ん
な
で
支
え
る

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
で
は
、

教
育
や
子
育
て
、
ま
ち
づ
く
り
、

防
犯
や
防
災
、
医
療
や
福
祉
な
ど
、

人
を
支
え
る
公
共
の
役
割
に
市
民

一
人
ひ
と
り
が
参
加
し
、
地
域
全

体
で
担
っ
て
い
く
と
い
う
新
し
い

価
値
観
を
醸
成
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、「
甲
州
市
・

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
基

本
方
針
・
次
代
へ
つ
な
ぐ
元
気
な

甲
州
（
ま
ち
）
へ
の
道
標
（
み
ち

し
る
べ
）」
を
平
成
23
年
３
月
に
策

定
し
、
各
種
団
体
な
ど
へ
の
助
成

や
、
そ
の
協
働
の
取
り
組
み
を
周

知
し
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
身
近
な

協
働
が
大
切
で
す

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
は
、

私
た
ち
市
民
一
人
ひ
と
り
が
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
進
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
す
べ
て
の
皆
さ
ん
が
連
携
、
そ

し
て
協
力
し
合
う
こ
と
で
、
相
乗

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
協
働
に
取
り
組
む
過
程

や
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
通
じ
て
、

お
互
い
の
信
頼
関
係
や
市
民
と
し

て
の
自
覚
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
そ
の
積
み
重
ね
が
、
次
代
へ
つ

な
ぐ
元
気
な
甲
州
市
づ
く
り
の
道

標
と
な
り
、
私
た
ち
が
誇
れ
る
魅

力
あ
る
地
域
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。

除
雪
作
業
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

（
平
成
26
年
２
月
）
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軽自動車税の税率改正について
平成２６年度の地方税法の一部改正により、平成２７年度から軽自動車税の税率が引き上げとなります。
○ 原動機付自転車、小型特殊自動車 ( 農耕用のもの )、二輪の小型自動車 (250cc 超 ) 及び、軽二輪 (125cc 超

250cc 以下 ) につきましては、平成２７年度分より標準税率を約１．５倍に引き上げとなりました。（※最低
2,000 円 ) また、農耕トラクター・SS 及びその他の小型特殊車につきましては、平成２７年度分より標準税
率を約１．２５倍に引き上げとなりました。

種　　別
年税額（円）

平成２６年度まで 平成２７年度以降

原動機付自転車

５０cc 以下 １，０００ ２，０００
５０cc 超９０cc 以下 １，２００ ２，０００
９０cc 超１２５cc 以下 １，６００ ２，４００
ミニカー ２，５００ ３，７００

小型特殊自動車

農耕用のもの（テーラー等） １，６００ ２，４００
農耕トラクター及び
農業用薬剤散布車（ＳＳ） ３，１００ ３，９００
その他（フォークリフト等） ４，７００ ５，９００

二輪の小型自動車（２５０cc 超） ４，０００ ６，０００
軽二輪（側車付を含む）１２５cc 超２５０cc 以下 ２，４００ ３，６００

種　　別
年税額（円）

平成27年３月31日
までの登録車両

平成27年４月１日
以降の登録車両

最初の新規検査から
１３年超（重課）

軽
自
動
車

三輪 ３，１００ ３，９００ ４，６００

四輪貨物
自家用 ４，０００ ５，０００ ６，０００
営業用 ３，０００ ３，８００ ４，５００

四輪乗用
自家用 ７，２００ １０，８００ １２，９００
営業用 ５，５００ ６，９００ ８，２００

小型特殊自動車のナンバー登録について

　トラクター・SS などの小型特殊自動車は、公道走行の有無・使用の有無に関わらず、軽
自動車税の課税対象となります。所有していれば、ナンバー登録と納税の義務が発生します。
現在お持ちの小型特殊自動車でナンバープレートがついていないものがありましたら、税務
課にてナンバー登録の申請をお願いいたします。必要書類については、甲州市ホームページ
をご覧ください。または、税務課市民税担当までお問い合わせください。

◆お問い合わせ先　税務課　市民税担当　☎３２‐５０６９

○ 三輪以上の軽自動車につきましては、平成２７年 4 月 1 日以降の登録車両に対し、自家用乗用車は１．５倍、
その他の区分の車両は約１．２５倍に引き上げとなりました。軽自動車税は 4 月 1 日に所有していればその
年度は課税されます。そのため、平成２７年 4 月 1 日に登録された車両については平成２７年度から新税率
が適用され、平成２７年 4 月 2 日以降に登録された車両については平成２８年度から適用されます。また、
平成２８年度分から、最初の新規検査から１３年を経過した三輪以上の軽自動車については、２０％の重課
となります。
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測定地点 地上５ｃｍ
測定値

地上１ｍ
測定値

市役所本庁舎 0.053 0.061 
勝沼支所 0.058 0.050 
大和支所 0.082 0.081 
下柚木公会堂 0.048 0.060 
平沢共選所 0.078 0.070 
旧神金第２小中学校一ノ瀬分校 0.061 0.056 
落合ＮＴＴ交換センター前 0.075 0.062 
旧天目分校 0.063 0.045 

測定地点 地上５ｃｍ
測定値

地上１ｍ
測定値

松里保育所 0.079 0.089 
奥野田保育所 0.041 0.057 
大藤保育所 0.062 0.063 
神金保育所 0.074 0.058 
東雲保育所 0.047 0.047 
大和保育所 0.058 0.063 
千野保育園 0.054 0.056 
塩山愛育園 0.043 0.059 
みいづ保育園 0.052 0.060 
泉保育園 0.062 0.068 
赤尾保育園 0.037 0.048 
たんぽぽ保育園 0.068 0.070 
勝沼保育園 0.068 0.054 
岩崎保育園 0.060 0.062 
塩山カトリック幼稚園 0.060 0.065 
菱山児童クラブ 0.054 0.063 

測定地点 地上５ｃｍ
測定値

地上１ｍ
測定値

塩山南小学校 0.042 0.053 
塩山北小学校 0.042 0.045 
奥野田小学校 0.048 0.064 
松里小学校 0.049 0.058 
井尻小学校 0.043 0.057 
大藤小学校 0.068 0.052 
神金小学校 0.063 0.057 
玉宮小学校 0.067 0.064 
勝沼小学校 0.054 0.052 
祝小学校 0.057 0.059 
東雲小学校 0.065 0.068 
菱山小学校 0.060 0.053 
大和小学校 0.071 0.072 
塩山北中学校 0.058 0.050 
塩山中学校 0.035 0.041 
松里中学校 0.044 0.049 
勝沼中学校 0.060 0.058 
大和中学校 0.067 0.060 

●公共施設等

●保育施設・児童クラブ

●小中学校

■測定結果の評価等
　国が目標値としている、年間１ミリシーベルト（1,000 マイクロシーベルト）における屋外の放射線量率
　毎時０．１９マイクロシーベルトを超える数値は検出されていませんでした。

平成２６年９月４日（木）に市内教育施設、保育施設等４２地点で空間放射線量の調査を実施しました。　　
結果は次のとおりです。なお、測定結果についてはあくまでも参考値であり、風向き、天候により変動します。

甲州市内空間放射線量調査結果

■表示単位：μＳｖ／ｈ（マイクロシーベルト／時）
　※１時間当たりに人が影響を受ける放射線の量
■測定条件等
　測定日　 ：平成２６年９月４日（木）
　測定方法： 地上５cmと１m各計５回測定し、最高

値と最低値を除いた３回の平均を測定
値としています。

　測定者　 ：市職員
　測定機器：日立アロカメディカル社製
　　　　　　ＴＣＳ－１７２
　　　　　（NaI シンチレーションサーベイメータ）

◆お問い合わせ先　環境政策課　環境政策担当　☎３２‐２１１１（内２４４）
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　現在の心や身体の状態、日常生活の動作、家庭や社会での役割など、自立
した生活を送るための機能全般を知ることができます。
　例えば運動機能の状態を知る項目はこんなことをお聞きします。
　　▢ 階段を手すりや壁をつたわずに昇っていますか。
　　▢ いすに座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか。
　　▢ １５分くらい続けて歩いていますか。 
　　▢ この１年間に転んだことはありますか。
　　▢ 転倒に対する不安は大きいですか。
＊ この５つの質問の内、３つ以上該当する場合は、運動機能が低下している可能性

があります。該当する方には、介護予防のアドバイスをしたり、筋力を維持する
ための教室などのご案内をさせていただきます。

　その他、認知機能に関する質問、物を噛んだり飲み込んだりする機能に関する質
　問等があります。

「おたっしゃ度チェック」でどんなことが分かるの？

自分では気づきにくい心身の機能低下を早く発見し、介護予防など健康
づくりに取り組むことが大切です。
まずは「おたっしゃ度チェック票」で心身の機能を確認してみましょう。

最近こんなことはありませんか？？
つまづきやすくな
ったり、階段も手
すりを使わないと
昇れなくなった

お茶を飲むとむせる
ことが多くなった

なにをするにも億
劫で外出も減った

周りの人から何度
も同じことを聞く
と言われる

それは困った！！どうしたら良いの？
これは要介護状態のはじまりのサインかもしれません

地域包括支援センターからのお知らせです
「おたっしゃ度チェック」を活用し、
介護予防に取り組みましょう

おたっしゃ度チェック票からご自身の心身の機能を知り、介護予防にとりくむことで生活のしやす
さへの変化が期待でき、自宅での生活を続けられることにつながります。ぜひおたっしゃ度チェッ
ク票をつけていただき、これからも元気でいきいきとした生活を送っていただきたいと思います。
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■対象者
　 平成２６年１１月１日現在で６５歳以上で要支援・

要介護認定を受けていない方
　 今年度は塩山の旧村地区（奥野田・玉宮・大藤・神金・

松里）にお住まいの方を対象に実施させていただき
ます。( 来年度は旧村以外の塩山地区が対象となり
ます。その他おたっしゃ度チェックをご希望の方は
地域包括支援センターまでお問い合わせください )

■実施方法
　 １１月中旬に「おたっしゃ度チェック票」を郵送し

ます。
　 すべての項目にご回答いただき、同封の返信用封筒

にてご返送ください。
■結果について
　はがきや結果説明会などで結果をお知らせします。

＊ 結果の内容やその他、毎日の生活などで気になるこ
とがありましたら、地域包括支援センターまでお気
軽にご相談ください。

◆申し込み・お問い合わせ先　介護支援課　地域包括支援センター　☎３２‐５６００

　もう少し体に負担がかからず介護ができたら
いいな、ベッドからの移動の介助をするときに
腰が痛くて……というような介護をする上で悩
んでいることはありませんか？
　そこで今回、ご家族を介護されている方を対
象に介護者の会「四つ葉の会」が主催の介護技
術の学習会を開催します。介護者同士の交流で
日頃の悩み等もお話ししてみませんか？

■対　象　 在宅でご家族を介護している方、または
介護方法について学びたい方

■日　時　11 月 10 日（月）午後１時３０分～
■場　所　塩山保健福祉センター　1 階ホール
■内　容　ベッドからの移乗方法
　　　　　オムツ交換方法　など　
■講　師　峡東広域リハビリテーションセンター
　　　　　作業療法士　森　彰司 先生
※ 申し込みは、11 月６日（木）までに、地域包括

支援センターまで

介護技術を学んでみませんか？？
介護をしている方を応援します！！介護をしている方を応援します！！
介護技術を学んでみませんか？？

おたっしゃ度チェック票から介護予防教室へ参加された方の声

・ 片足で立つとふらついていたけれど、教室で教えてもらった体操を家で続けてから
立ったまま靴下がはけるようになった。

・いつもは杖をつかっていたのに今日は杖がなくても教室にこれた。
・教室で教えてもらった顔のマッサージで唾液がでるようになり食べやすくなった。
・口の体操をはじめてからお茶を飲んでもむせることが少なくなった。
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　１０月４日に開催した第６１回甲州市かつぬまぶどう
まつりのイベント「甲州ぶどう飛ばし世界大会（甲州青
年会議所 企画）」で、ギネス世界新記録が誕生しました。
　このギネスは、ぶどう一粒を口に含んで最長距離を競
い合う大会の参加者の合計人数を審査するもので、８９
１人が参加し、世界記録に認定されました。

ブドウ農家や地域を活気づける
多くの皆さんで掴んだ世界記録

　「本年２月の大雪被害から元気を取り戻そう」を合言葉
に、甲州青年会議所やボランティアスタッフ、参加者の
皆さんの心が世界記録を目指したぶどう飛ばし大会。

　一人ひとりが大きな笑顔と大きな声で会場を盛り上げ
ました。
　６時間にわたる挑戦が終わり、表彰式で「世界認定お
めでとうございます」とギネスの公式審判員が発表した
瞬間、「やったぞー」と大きいな歓声が響きました。
　認定証を受け取った理事長の秋山さんは「この記録が
ブドウ農家や地域を活気づける一助になればうれしい」
と話してくれました。
　なお、この大会に使用したブドウは、肥料として再利
用するなど、支援してくれたすべての皆さんに感謝をし
ながら、世界記録の喜びを分かち合っていました。

甲州市ニュース甲州市ニュース
まちの話題を　お届けします

甲州フルーツマラソン大会

爽やかな秋晴れのもと、一斉にスタート！！
ぶどう園が広がる道を颯爽と走り抜ける

ランナーの皆さん

急峻な上りが続く難関・大菩薩コースを制した、

甲州市観光大使の小川壮太さん

10
19

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
達
成
！

み
ん
な
で
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ

５
一般社団法人 甲州青年会議所８９１人が参加し、ギネスに登録

ぶどう飛ばし大会
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まちの話題を　お届けします

　勝沼中学校吹奏楽部は、10 月 11 日と 12 日の両日、
群馬県のベイシア文化ホールで開かれた第 14 回東日本学
校吹奏楽大会「中学校部門」に西関東の代表として出場し、
３０校の代表が参加するなか、銀賞を受賞しました。

◆憧れの舞台　みんなでつかんだ輝かしい栄冠◆
　今大会は、吹奏楽部の生徒にとって誰もが憧れる特別な
舞台。そのステージに甲州市で初めて勝沼中学校吹奏楽
部２６名が立ちました。
　「西関東の代表として色々なプレッシャーを背負っていま
した」と、部長の篠原愛羽さんが当時の心境を語ってくれ
ました。そんなとき、部員の心をひとつにしたのがオリジ
ナルのかけ声「Victory カツヌマ！！」「ファイヤー！！！」。

　これは様々な大会やイベント公演の前、舞台裏等で気合
いをいれ、集中するためのチームの合言葉で、伝統になっ
ているといいます。出番直前、極度の緊張に包まれる中、
部員全員このかけ声で意気を高めて本番に挑み、大勢の
聴衆の前で最高の演奏を披露しました。
　イベントや学校行事が重なる多忙なスケジュールの中、
吹奏楽を始めて間もない１年生も含む部員全員で臨んだ今
大会までの道のりには、語りつくせない想いがあり、それ
を乗り越えて掴み取った栄冠、部員たちの目は達成感で輝
いていました。大会が終わって落ち着く間もなく、勝沼中
学校吹奏楽部は早くも次のイベントや大会に向け、「皆に
楽しんでもらえる演奏」を目指し、前を見据えて練習に励
んでいました。

甲州市ニュース甲州市ニュース

第
14
回
東
日
本
学
校
吹
奏
楽
大
会

６

塩山消防署、県立中央病院、
県消防防災航空隊による合同訓練見学会が

塩山中学校で行われました。

甲州市観光大使の天野和明さんと
『甲州アルプス』を登るイベントが

開催されました！

暖かい日差しに包まれて
秋の大菩薩トレッキング

ぶどうとワインの資料展を勝沼図書館で
開催しています！

９
28

９
25

11
27

10
８ まで

勝沼中学校吹奏楽部

第１４回東日本学校吹奏楽大会
銀賞を初受賞！
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税
の
無
料
相
談
会

　
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部
所
属
の
税

理
士
に
よ
る
「
税
の
無
料
相
談
会
」
を
実
施

し
ま
す
。

　
税
理
士
２
名
が
、
皆
さ
ん
の
ご
相
談
に
お

答
え
し
ま
す
。

■
日　
時　
11
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
の
部　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　
午
後
の
部　
午
後
1
時
～
4
時

■
場　
所　
イ
オ
ン
石
和
店 

2
階

■
そ
の
他

　

 

ご
相
談
に
あ
た
り
、
参
考
に
な
る
書
類
等

が
あ
る
場
合
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
税
務
署　
総
務
課

　
☎
22
‐
１
４
１
１　
　
　

　
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部

　
☎
０
５
５
‐
２
３
３
‐
１
３
１
８

平
成
26
年
分　
　
　
　
　
　
　
　

年
末
調
整
等
説
明
会

　
給
与
の
支
払
者
を
対
象
に
、
平
成
26
年
分

年
末
調
整
等
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日　
時　
11
月
20
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
1
時
～
4
時

■
場　
所

　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
2
階　
大
会
議
室

■
そ
の
他

・ 

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
。
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
ｅ‐Ｔａｘ
）

　

 

源
泉
所
得
税
の
納
付
は
「
ｅ‐Ｔａｘ
」
の

利
用
が
便
利
で
す
。
源
泉
徴
収
票
や
各
種

支
払
調
書
も
、
税
務
署
に
足
を
運
ば
ず
に

提
出
で
き
ま
す
。

　

 ｅ‐Ｔａｘ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
で
す
。

詳
し
く
は
、「ｅ‐Ｔａ
ｘ
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.e-tax.nta.go.jp/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

○ 

年
末
調
整
の
し
か
た
及
び
源
泉
所
得
税
関

係
に
つ
い
て

　
山
梨
税
務
署　
法
人
課
税
第
1
部
門

　
源
泉
所
得
税
担
当

　
☎
22
‐
１
４
１
１
（
内
62
）

○
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
に
つ
い
て

情
報

information

　
山
梨
税
務
署
管
理
運
営
部
門

　
☎
22
‐
１
４
１
１
（
内
28
）

○ 

給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
と
提
出
及
び
住

民
税
に
つ
い
て

　
市
税
務
課　
市
民
税
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
９

決
算
説
明
会

　
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
に
向
け
て
決
算

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
説
明
事
項
（
青
色
・
白
色
共
通
）

① 

確
定
申
告
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
に
つ
い

て
②
消
費
税
等
の
決
算
方
法
等
に
つ
い
て

③ 

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
及
び
「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」
の

概
要
に
つ
い
て

④ 

収
支
内
訳
書
又
は
青
色
申
告
決
算
書
の
書

き
方
に
つ
い
て

⑤ 

帳
簿
の
締
め
切
り
方
及
び
家
事
費
・
家
事

関
連
費
と
必
要
経
費
の
区
分
の
仕
方
に
つ

い
て

◎
青
色
決
算
説
明
会

■
日　
時

　
12
月
2
日
（
火
）

　
午
前
の
部　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
の
部　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

※
午
前
と
午
後
の
説
明
内
容
は
同
じ
で
す
。

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎　

２
階　
第
１
会
議
室

◎
白
色
決
算
説
明
会

■
日　
時

　
12
月
10
日
（
水
）

　
午
前
の
部　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
の
部　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

※
午
前
と
午
後
の
説
明
内
容
は
同
じ
で
す
。

■
場　
所

　
山
梨
市
役
所 

西
館
5
階 

５
０
２
会
議
室

 　◎
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要
で
す

　
個
人
で
事
業
や
不
動
産
貸
付
等
を
行
う
全

て
の
方
は
、
平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳
と
帳

簿
等
の
保
存
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
の
必
要 

が
な
い
方
も
、
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
個
人

で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
の
記
帳
・
帳
簿
等

の
保
存
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
（http://w

w
w

.nta.go.jp

）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
税
務
署　
個
人
課
税
第
１
部
門

　
指
導
担
当

　
☎
22
‐
１
４
１
１
（
内
32
）

税を考える週間のお知らせ
　１１月１１日（火）から１７日（月）
までは、税を考える週間です。国税庁
では「税の役割と税務署の仕事」をテー
マとし、この期間を中心に租税の役割
や組織の取り組みについて、ホーム
ページなどで紹介しています。この機
会に「税」というものについて考えて
みてはいかがでしょう。
●国税庁ホームページ
　（http://www.nta.go.jp）
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「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ

ま
す

　
～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
大
切
に
保
管
を
！
～

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
そ
の
年
の
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料

が
所
得
税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は

必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年

の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険
料

控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付

の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
受
付
期
間

　
11
月
４
日
（
火
）
～

　
平
成
27
年
３
月
16
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
受
付
時
間

○
月
曜
日
～
金
曜
日

　
午
前
９
時
～
午
後
７
時

○
第
２
土
曜
日

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※ 

祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、
12
月
29

日
～
１
月
３
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
日
本
年
金
機
構　
ね
ん
き
ん
定
期
便
・

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
４
４

　

 （
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に

な
る
場
合
）

※ 

自
動
音
声
で
ご
案
内
し
ま
す
。
自
動
音
声

案
内
に
従
っ
て「
３
」を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
一
般
の
固
定
電
話
か

ら
お
か
け
に
な
る
場
合
は
全
国
ど
こ
か
ら

で
も
、
市
内
通
話
料
金
で
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
た
だ
し
、
一
般
の
固
定
電
話
以

外
（
携
帯
電
話
等
）
か
ら
お
か
け
に
な
る

場
合
は
通
常
の
通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

○ 

「
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
４
４
」
の
電

話
番
号
に
お
か
け
に
な
る
場
合
は
、
通
常

の
通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
か
ら
市
税
の
全
期　

前
納
報
奨
金
が
廃
止
さ
れ
ま
す

　
甲
州
市
で
は
税
制
の
見
直
し
に
伴
い
、
甲

州
市
税
（
市
民
税
・
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
）の
全
期
前
納
報
奨
金
制
度（
以
下「
報

奨
金
制
度
」
と
す
る
。）
に
つ
い
て
、
廃
止

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
報
奨
金
制
度
は
、
昭
和
25
年
に｢
税
収
の

早
期
確
保｣

「
納
税
意
識
の
向
上
」
な
ど
を

目
的
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
社
会
情
勢
が

大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
所
期
の
目
的
は
既

に
達
成
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
納

税
資
金
に
余
裕
の
な
い
方
や
、
給
料
か
ら
天

引
き
さ
れ
る
勤
め
人
の
方
な
ど
は
、
報
奨
金

制
度
の
恩
恵
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
（
公
平

性
の
不
均
等
）
な
ど
か
ら
、
9
月
の
定
例
議

会
に
て
審
議
さ
れ
、
報
奨
金
制
度
の
廃
止
が

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
27
年
度
の
市
税
課
税

分
か
ら
、
報
奨
金
が
つ
か
な
い
こ
と
と
な
り

ま
す
。
報
奨
金
制
度
は
廃
止
に
な
り
ま
す
が

一
括
納
付
は
引
続
き
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
納
税
者
の
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　

　
☎
32
‐
５
０
６
９

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　
10
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
、
次
の
方
が
法

務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
・
佐
藤
光
正
さ
ん
（
大
和
町
日
影
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

甲
州
市
の
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち

な
ら
、
住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明

書
は
コ
ン
ビ
二
で
！

　
甲
州
市
の
住
基
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
全

国
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
及
び
フ

ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
の
店
舗
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
多
機
能
端
末
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か
ら
住

民
票
の
写
し
と
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
証
明
書
発
行
手
数
料
は
１
通
２
０
０
円
で

す
。
ま
た
、
利
用
時
間
は
、
午
前
６
時
30
分

か
ら
午
後
11
時
ま
で
で
す
。(

年
末
年
始
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
を
除
く)

　
甲
州
市
の
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
コ
ン
ビ
二
交
付
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
た
め
に
は
、
住
基
カ
ー
ド
が
必
要
で

す
。
住
基
カ
ー
ド
の
申
請
方
法
に
つ
き
ま
し

て
は
、
詳
し
く
は
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１(

内
１
０
２
～
１
０
５)

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

振
り
込
め
詐
欺
！

◆
日
下
部
警
察
署
・
甲
州
市
◆
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平
成
26
年
度
自
衛
官
等
募
集
案
内

　
自
衛
隊
で
は
、
自
衛
官
等
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
募
集
種
目
・
受
付
期
間

◎
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

　
原
則
と
し
て
受
付
は
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。

※ 

平
成
27
年
4
月
に
入
隊
を
希
望
さ
れ
る
方

は
12
月
5
日
（
金
）
ま
で

◎
防
衛
大
学
校
学
生

　
（
一
般
後
期　
男
子
・
女
子
）

　
平
成
27
年
1
月
21
日
（
水
）
～
30
日
（
金
）

◎
高
等
工
科
学
校
生
徒

　
（
推
薦
・
一
般　
男
子
）

・
推
薦
：
11
月
1
日
（
土
）
～

　
　
　
　
12
月
5
日
（
金
）

・
一
般
：
11
月
1
日
（
土
）
～

　
　
　
　
平
成
27
年
1
月
9
日
（
金
）

◎
貸
費
学
生
（
技
術
）

　
12
月
1
日
（
月
）
～

　
平
成
27
年
1
月
9
日
（
金
）

■
そ
の
他

　

 

応
募
資
格
、
受
付
期
間
、
試
験
日
程
、
合

格
発
表
、
入
（
隊
）
校
時
期
、
待
遇
そ
の

他
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊
甲
府
募

集
案
内
所
ま
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊　
甲
府
募
集
案
内
所

　
甲
府
市
酒
折
２
‐
２
‐
７

　
☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
６
４
２
７

　
ア
ド
レ
ス

　

 http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/
yam

anashi/

峡
東
地
域
看
護
職
就
職
説
明
会

　
子
育
て
中
の
方
や
再
就
職
を
希
望
す
る
方

な
ど
を
対
象
に
、
峡
東
地
域
の
病
院
13
施
設

に
よ
る
就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
あ
な

た
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
わ
せ
て
資
格
を

活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

■
日　
時　
11
月
27
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
1
時

　
　
　
　
※
受
付
は
正
午
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
場　
所

　
東
山
梨
合
同
庁
舎(

峡
東
保
健
所)

　
１
０
１
会
議
室

　
（
山
梨
市
下
井
尻
１
２
６
‐
１
）

■
内　
容

　

 

医
療
機
関
ご
と
に
就
業
に
向
け
た
個
別
相

談
を
行
い
ま
す
。（
託
児
も
あ
り
ま
す
。）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所(
峡
東
保
健
所)

　
健
康
支
援
課　

　
☎
20
‐
２
７
５
３

調
理
補
助
ス
タ
ッ
フ
講
習
会

　
高
年
齢
者
の
家
事
援
助
に
必
要
な
調
理
の

基
礎
知
識
や
調
理
方
法
を
講
義
と
実
習
で
学

び
ま
す
。
修
了
者
は
食
品
衛
生
責
任
者
の
資

格
を
取
得
し
就
職
・
就
業
を
目
指
し
ま
す
。

■
日　
時

　

 

12
月
２
日(

火)

～
17
日(

水)

の
間
の

７
日
間

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館

■
対
象
者

① 

就
業
、
就
職
を
希
望
す
る
55
歳
以
上
の
高

年
齢
者

② 

公
共
職
業
安
定
所
に
事
前
の
求
職
登
録
が

必
要
で
す
。

■
定　
員　
20
名

■
受
講
料　
無
料

■
締
切
日　
11
月
18
日(

火)

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
８
３
８
３

　

 

東
山
梨
地
区
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
塩
山
事
務
所

　
☎
32
‐
４
１
１
０

峡
東
地
域
就
農
相
談
会

　
峡
東
地
域
（
甲
州
市
）
で
就
農
を
考
え
て

い
る
方
（
農
家
後
継
者
、
新
規
参
入
者
、
企

業
・
法
人
等
含
む
）
を
対
象
に
、
就
農
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
会
社
や
県
外
に
い
る
等

で
平
日
相
談
に
来
ら
れ
な
い
方
は
是
非
こ
の

機
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
（
事
前
の
申
込
み

が
必
要
と
な
り
ま
す
）

■
日　
時　
12
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場　
所

　
東
山
梨
合
同
庁
舎　
１
０
１
会
議
室

■
対
象
者

　

 

甲
州
市
内
で
就
農
を
予
定
、
ま
た
は
希
望

し
て
い
る
方
（
農
家
後
継
者
、
新
規
参
入

者
、
企
業
・
法
人
等
）

■
内　
容

　

 

就
農
、
営
農
に
対
す
る
相
談
、
質
問
に
個

別
に
対
応
し
ま
す
（
就
農
支
援
関
連
制
度

の
紹
介
、
農
地
確
保
の
相
談
、
栽
培
技
術

の
相
談
等
）

■
申
し
込
み

　

 

11
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
申

込
書
に
て
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
峡
東
農
務
事
務
所　
農
業
農
村
支
援
課

　
（
峡
東
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー
）

　
担
い
手
育
成
担
当

　
☎
20
‐
２
７
０
７

11 月は
「労働保険適用促進強化期間」です！
　労働者を１人でも雇用している事業主は、法人・個人を問わず、原則
として労働保険への加入が義務付けられております。労働保険が未手続
きの事業所は、早急に手続きをお願いいたします。
○ 雇用保険　労働者が失業した際の再就職を促進するための給付です。
○ 労災保険　労働者が業務上で負傷等した際の、労働者を保護するた

めなどの給付です。
◆お問い合わせ先
　ハローワーク塩山　適用係　☎３３ ‐ ８６０９
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果
樹
の
整
枝
・
剪
定
講
習
会

　
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
果
樹
剪
定
の
基

本
知
識
や
技
能
を
習
得
し
、
就
職
・
就
業
に

役
立
て
ま
す
。

■
日　
時

　

 

12
月
10
日
（
水
）
～
19
日
（
金
）
の
間
の

７
日
間

■
場　
所

　
山
梨
市
、
甲
州
市
の
各
農
園
に
て
実
施

■
対
象
者

① 

就
業
・
就
職
を
希
望
す
る
55
歳
以
上
の
高

齢
者

② 

公
共
職
業
安
定
所
に
事
前
の
求
職
登
録
が

必
要
で
す

■
定　
員　
20
名

■
受
講
料　
無　
料

■
締
切
日　
11
月
26
日
（
水
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
８
３
８
３

　

 

東
山
梨
地
区
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
塩
山
事
務
所　
☎
32
‐
４
１
１
０

不
法
投
棄
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
不
法
投
棄
は
景
観
を
損
な
う
ば
か
り
か
、

新
た
な
不
法
投
棄
を
誘
発
す
る
と
と
も
に
、

環
境
汚
染
を
引
き
起
こ
し
、
生
活
環
境
を
悪

化
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
個
人
の
敷
地

に
不
法
投
棄
さ
れ
て
お
困
り
の
方
は
、
ま
ず

は
土
地
を
清
潔
に
保
ち
土
地
が
不
法
投
棄
の

現
場
に
な
ら
な
い
よ
う
に
管
理
を
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
な
く
す
た
め
に
は
、一人
ひ
と

り
が
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
、
ゴ
ミ
を
捨
て
る

こ
と
に
対
し
て
モ
ラ
ル
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で

す
。
美
し
い
景
観
や
豊
か
な
自
然
環
境
を
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
ポ
イ
捨
て
や

不
法
投
棄
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
不
法
投
棄
さ

れ
た
ゴ
ミ
の
回
収
・
処
分
作
業
に
も
税
金
が

使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
不
法
投
棄
の
根
絶

に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
政
策
課  

☎
32‐２
１
１
１（
内
２
４
４
）

犬
の
飼
い
方
教
室

　
現
在
、
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
を
対
象
と
し

た
犬
の
飼
い
方
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
犬
の

行
動
を
理
解
し
て
、
し
つ
け
方
を
学
ん
で
み

ま
し
ょ
う
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。
事
前
に

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
飼
い
犬
の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
日　
時　
12
月
３
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

　
　
　
　
　
（
受
付　
午
後
１
時
30
分
～
）

■
場　
所

　
東
山
梨
合
同
庁
舎　
１
０
１
会
議
室

■
講　
師　

　
山
梨
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー
職
員

■
申
し
込
み
先　

　
峡
東
保
健
所　
衛
生
課

　
☎
20
‐
２
７
５
１

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
政
策
課  

☎
32‐２
１
１
１（
内
２
４
４
）

山梨県最低賃金が
改正されました。
１時間 ７２１円（10 月１日発効）

詳しくはお問い合わせください。　
山梨労働局賃金室（055-225-2854）
甲府労働基準監督署（055-224-5611）
都留労働基準監督署（0554-43-2195）
鰍沢労働基準監督署（0556-22-3181）

11 月 30 日は「年金の日」です！

　厚生労働省では、「国民お一人お一人、『ねん
きんネット』等を活用しながら、高齢期の生活
設計に思いを巡らしていただく日」として、１
１（いい）月３０（みらい）日を「年金の日」
としました。
　この機会に、「ねんきん定期便」や「ねんきん
ネット」で、ご自身の年金記録と年金受給見込
額を確認し、未来の生活設計について考えてみ
ませんか。
　「ねんきんネット」をご利用いただくと、いつ
でもご自身の年金記録を確認できるほか、将来
の年金受給見込額について、ご自身の年金記録
を基に様々なパターンの試算をすることもでき
ます。
　「ねんきんネット」については、日本年金機構
のホームページでご確認いただくか、甲府年金
事務所にお問い合わせください。
・日本年金機構ＵＲＬ：
http://www.nenkin.go.jp/n/www/index.html
◆お問い合わせ先
　甲府年金事務所
　☎０５５ ‐ ２５２ ‐ １４３１

旧勝沼庁舎解体工事に
伴うお知らせ

 
　平成２６年１１月から平成２７年２月にかけて、
旧勝沼庁舎の解体工事を行います。つきましては、
近隣の皆様及び地域の皆様には大変ご迷惑をお掛
けしますが、ご協力をお願いいたします。

◆お問い合わせ先
　管財課　財産管理担当
　☎３２ ‐ ５０６０
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　来年４月から、保育所・保育園に入所を希望する
（在園児の継続を含む）児童の申込み受付を開始し
ます。※保育所（園）は、保護者が仕事や病気など
のため家庭で十分に保育できない児童を、一定の時
間、保護者に代わって保育する児童福祉施設ですの
で要件に該当しない場合は入所できません。

■申込書配布場所
　１１月５日（水）～
　 市内保育所（園）、子育て支援課、または各支所

で配布いたします。
　 また、甲州市ホームページからも各申請書がダウ

ンロードできます。（口座振替依頼書は除く）
■申込受付期間
　11 月 10 日（月）～ 12 月 12 日（金）
■申込受付窓口
○ 甲州市内の保育所（園）に入所を希望する場合…
　 入所希望の保育所（園）へ申込書を提出してくだ

さい。
○ 市外の保育所（園）に入所を希望する場合……
　子育て支援課へ申込書を提出してください。

■公立保育所
施設名称 所在地 電話番号

松里保育所 塩山小屋敷 1403 33-4130
奥野田保育所 塩山熊野 597 33-4132
東雲保育所 勝沼町小佐手 410 44-0394
大和保育所 大和町初鹿野 1685-6 48-2158

※来年度、大藤保育所・神金保育所は休園いたします。
■私立保育所
施設名称 所在地 電話番号

塩山愛育園 塩山上於曽 1217 33-2072
みいづ保育園 塩山上井尻 692-1 33-6842
千野保育園 塩山千野 3653 33-2624
泉保育園 塩山上塩後 10-3 33-3016
赤尾保育園 塩山赤尾 713-1 33-2068
たんぽぽ保育園 塩山上於曽 442-5 33-2487
勝沼保育園 勝沼町等々力 1457-1 44-0430
岩崎保育園 勝沼町下岩崎 1731-3 44-1524

◆お問い合わせ先
　子育て支援課　保育所担当　☎３２ ‐ ５０８１
※各保育所（園）にお問い合わせください。

平成２７年度 保育所（園）の入所申込受付を開始します

募集
第８回甲州市食育まつり

募食育カフェ出店者

　「１９」日をもじると「いく」と読め
ることから、国は毎月１９日を「食育
の日」と定め、継続的な食育の推進を
図っています。
　甲州市では、市内９箇所の商店と市
役所駐車場に、『毎月１９日は「食育の
日」』ののぼり旗を立て、普及啓発を行っ
ています。
　「家族そろって食卓を囲む」「一緒に
料理をつくる」など実践しながら、食
の大切さへの理解を深め、食に関する
感謝や、関心を高めることを推奨する
「食育の日」です。この旗が目に留まっ
たら、ご家族でぜひ、「食育の日」を意
識して実践してください。

毎月19日は、食育の日！■条　件
　① 「地元で採れた野菜・果物」や「地元の食材を使ったり
　　手作りした食品」を紹介できる方
　②食の取り組みを紹介できる個人・団体の方
　③「食」に関心があり情報交換や情報発信したい方

■出店料　無　料
■締　切　11 月 21 日（金）
※出店希望者を対象に、平成 26 年 12 月に説明会を行います。

◆お問い合わせ先
　甲州市食育推進会議事務局
　健康増進課　健康づくり担当
　☎３３ ‐ ７８１２

　今年度の食育まつりは、平成 27 年 3 月 14 日（土）に開催します。
　食育まつりでは、市民の皆さんに食について学んだり交流して
いただくために「食育カフェ」の会場を設け、地元の出店者を中
心に、自慢の料理や食品を販売しています。
　出店ご希望の方は、お気軽に事務局までお問い合わせください。
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こどもフェスタ、はらぺこ広場の定番「手ばかり
ごはん＆手作りカレー」。みんな笑顔で食べる「ほ
くほくお昼ごはん」は最高です。

ポイント❸
・・・・・

お話
ポイント❹
・・・・・

食事

助産師や保健師、歯科医師、食育改善推進員、児
童相談員など、子育ての様々な悩みを聞いてくれ
たり、分かりやすくお話ししてくれます。

ポイント❶
・・・・・

友達
ポイント❷
・・・・・

遊び
こどもフェスタには毎年、市内外から約４００組
の親子が訪れます。新米パパやママ、子ども達に
とっては、新しい友達と出会えます。

パパやママ、子どものみんなで、うたを歌ったり、
音楽に合わせて踊ったり、消防車やパトカーに乗
れたり、たくさんの親子遊びが楽しめます。

★★★★★★★【主なプログラム】

○親子遊び
・ 支援センターの先生＆体操の先

生と遊ぼう（10:20 ごろ～）
・ かがみもちさんの太神楽、図書

館おはなし会（12:30 ごろ～）
○おもちゃ交換会
　 使わなくなったおもちゃ・絵本・

DVD など他のおうちで再利用。
　 おもちゃを持参してくれた方優

先です。
○前髪カットコーナー
　 美容師さんがお子さんの前髪を

カットしてくれます。

○歯科検診＆フッ素塗布
　 この機会にお子さんの歯のチェ

ックができます。
○ママの健康コーナー
　 ママたちの健康チェックのコー

ナーです。
○はらぺこ食育広場
　 手ばかりごはん＆カレーがあり

ます。
※ 食器の持参をお願いします。
　 （フタ付の容器やお弁当箱が良

いです）
○防災安全コーナー
　 消防車・パトカーの展示や試乗

等ができます。

○プチイベントコーナー
・助産師さんとベビーマッサージ
　（10:40 ～ 11:20）
※定員２０組
※バスタオルをお持ちください。
・相談・発育測定コーナー
　（11:20 ～ 14:00）
　 子育ての悩み相談や身長・体重

の測定が出来ます。

　◆お問い合わせ先
　　子育て支援課　児童福祉担当
　　☎３２ ‐ ５０８１
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「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
も
っ
と　

上
手
に
使
い
こ
な
そ
う
！
」

■
日
程
及
び
コ
ー
ス

◎
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
よ
う
！

　

(

ラ
イ
ン
の
基
本
か
ら
注
意
点)

■
日　
時　
11
月
11
日(

火)

○
Ａ
コ
ー
ス
：
午
後
２
時
～
３
時
30
分

○
Ｂ
コ
ー
ス
：
午
後
７
時
～
８
時
30
分 

◎
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
快
適
に
使
お
う
！

　

 （
知
っ
て
得
す
る
意
外
な
裏
ワ
ザ
・
ウ
ィ

ル
ス
対
策
な
ど
）

■
日　
時　
11
月
13
日(

木)

○
Ｃ
コ
ー
ス
：
午
後
２
時
～
３
時
30
分

○
Ｄ
コ
ー
ス
：
午
後
７
時
～
８
時
30
分

■
場　
所

　
甲
州
市
民
文
化
会
館 
３
階 
第
２
研
修
室

■
定　
員　
各
コ
ー
ス
20
名
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
受
講
料　
無　
料

■
対
象
者　
市
民
ま
た
は
市
内
在
勤
の
方

■
講　
師　
㈱
フ
ォ
ネ
ッ
ト　
ス
タ
ッ
フ

■
申
込
方
法

　
11
月
10
日
（
月
）
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※ 

Ａ
～
Ｄ
の
い
ず
れ
か
の
コ
ー
ス
を
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
の
申
し
込
み
は
受
け

付
け
ま
せ
ん
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７

甲州市観光交流課から
講演会のお知らせ

「番組は人との出会い旅～表現の世界」
　「ラジオ深夜便」でアンカーを務めているＮＨ
Ｋアナウンサーの石澤典夫氏を講師にお迎えし
次のとおり講演会を開催いたします。
　長いアナウンサー活動を通じて感じたこと、
思うところなど興味深いお話をいただきます。
皆様、ぜひご参加ください。
■日　時　11 月 22 日（土）
　　　　　午後１時３０分～
■場　所　市役所本庁舎　２階　第１会議室
■講　師　NHK アナウンサー
　　　　　石澤 典夫 氏
■聴　講　無　料
■主　催　甲州市観光交流課
■後　援　甲州市観光協会
■申込み
　 会場準備の都合上、聴講ご希望
　の方は電話・ＦＡＸ・メールで
　観光交流課までご連絡ください。
◆お問い合わせ先
　観光交流課
　☎３２ ‐ ５０９１　３２ ‐ ５１７４
　メールアドレス　kankou@city.koshu.lg.jp

おめでとうございます！
第 61 回山梨県農業まつり受賞者

【山梨県農業まつり農水産業功績者】
○広瀬　金重さん・寿美恵さん
　＊ ブドウ専業農家として常に先端技術を取り入れた栽培を行ってお

り、超早期加温多収栽培を県下で初めて導入。果樹振興に大き
く貢献し、地域においても、農業委員やＪＡフルーツ山梨の生産
部長などを務め、産地の維持発展に尽力くださいました。

○菊島　好彦さん・智子さん
　＊ 昭和５２年から笛吹川沿岸土地改良区に奉職し、改良区の維持

管理・運用及び賦課金徴収体制の確立に大きく貢献。また平成
２４年には、農業水利施設の長寿命化や施設管理の負担軽減を
目的とした「国営施設機能保全事業」の導入にも尽力してくだ
さいました。

【農業を育てるナイスカップル】
○岡部　順一さん・美和さん
　♡ 順一さんはＪＡフルーツ山梨に就職していた経験を活かし、父

の圃場で農業経営を行い、経営面積拡大、野菜と果樹の複合経
営など経営改善にも意欲的に取り組んでおります。一方、美和
さんも、実家の圃場を手伝っていた経験から、家事と育児に奮
闘の傍ら、農作業に従事し、農業経営を支えています。

【やまなし農村風景写真コンクール受賞】
○萩原　元さん　　写真題名『輝く果実』
◆お問い合わせ先
　産業振興課　果樹農林担当　☎ 32 ‐ ５０９２

塩
ノ
山
遊
歩
道
を
歩
き　
　
　
　

こ
ろ
柿
作
り
を
体
験
し
よ
う

■
日　
時

　
11
月
８
日
（
土
）、
９
日
（
日
）

　
受
付　
午
前
９
時
～

　
出
発　
午
前
９
時
15
分

　
（
終
了　
午
後
２
時
）

■
集
合
場
所

　
鈴
宮
神
社

　
（
甲
州
市
塩
山
上
塩
後
４
０
８
）

■
定　
員　
50
名

■
参
加
費　
１
，
２
０
０
円

　
（
資
料
代
、保
険
代
、昼
食
代
、生
柿
３
㎏
）

■
案　
内

　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甲
州
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
会

■
申
込
先

　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甲
州
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
会

　
☎
０
９
０
‐
８
８
９
１
‐
３
９
１
５

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
あ
る
～
く　
こ
う
し
ゅ
う
推
進
協
議
会

　
事
務
局

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
９
２
）
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甘
草
屋
敷　

秋
の
夜
長
の　
　
　

コ
ン
サ
ー
ト “
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
！
” 

　
筝
、
サ
ッ
ク
ス
、
イ
ン
ド
の
打
楽
器
タ
ブ

ラ
と
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
違
う
３
つ
の
楽
器

に
よ
る
異
色
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実

現
！
秋
の
夜
長
に
３
人
の
実
力
派
音
楽
家
が

織
り
成
す
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
の
世
界
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

■
日　
時　
11
月
7
日
（
金
）
午
後
７
時
～

■
場　
所　
甘
草
屋
敷　
主
屋

■
出
演
者　
日
原
史
絵
（
筝
・
歌
）

　
　
　
　
　
井
上
淑
彦
（
サ
ッ
ク
ス
）

　
　
　
　
　
吉
見
征
樹
（
タ
ブ
ラ
）

■
入
場
料　
無　
料

■
申
込
み　
不
要

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会

　
生
涯
学
習
課　
文
化
財
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７

ま
ほ
ろ
ば
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
大
和
ふ
る
さ
と
会
館
で
は
、
ま
ほ
ろ
ば
ク

リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
の
ピ
ア
ノ
の
響
き
と
ワ

イ
ン
の
香
り
。

　
ど
う
ぞ
楽
し
い
ひ
と
時
を
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

■
日　
時　
12
月
14
日
（
日
）
午
後
５
時
～

　
　
　
　
　
（
開
場　
午
後
４
時
30
分
）

■
場　
所

　
大
和
ふ
る
さ
と
会
館　
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル

■
演　
奏
・
古
屋
か
お
り(

ピ
ア
ニ
ス
ト)

　
　
　
　
・
Ｎ
Ｙ
Ｔ
（ 

ギ
タ
ー
と
バ
イ
オ
リ

ン
の
デ
ュ
オ
）

■
チ
ケ
ッ
ト
代　
１
，
０
０
０
円

　

 （
ワ
イ
ン･

ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
の
サ
ー
ビ

ス
も
あ
り
ま
す
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
大
和
ふ
る
さ
と
会
館　
☎
48
‐
２
９
２
１

第
７
回　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ク
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
か
つ
ぬ
ま

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

■
日　
時　
12
月
６
日
（
土
）　

　
　
　
　
　
開
演　
午
後
２
時
～

■
場　
所

　
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘　
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

■
出　
演

　
ク
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
か
つ
ぬ
ま

　
ゲ
ス
ト

　
　
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
夢
弦

■
内　
容

　
混
声
合
唱
の
演
奏　
全
16
曲

　
ふ
る
さ
と
は
今
も
変
わ
ら
ず　
他

■
主　
催

　
ク
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
か
つ
ぬ
ま

■
後　
援

　
山
梨
県
合
唱
連
盟
・
ぶ
ど
う
の
丘
・

　
甲
州
市
文
化
協
会

■
そ
の
他

※ 

入
場
無
料

　

 （
当
日
、
会
場
入
口
に
て
募
金
活
動
を
行

い
ま
す
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ク
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
か
つ
ぬ
ま

　
☎
44
‐
０
５
４
１

甲
斐
の
国　

大
和
自
然
学
校　
　

木
工
教
室

■
日　
時　
11
月
19
日
（
水
）
26
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　
12
月
10
日
（
水
）
17
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

※ 

終
了
時
間
は
進
行
状
況
に
よ
り
変
動
し
ま

す
。

■
場　
所　
甲
斐
の
国　
大
和
自
然
学
校

　
　
　
　
　
甲
州
市
大
和
町
田
野
１
１
６

■
内　
容

　

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ス
パ
イ
ス
ラ
ッ

ク
（
調
味
料
棚
）
な
ど
を
作
り
、
お
持
ち

帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。（
実
際
に
お
う
ち

で
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

　

 

道
具
や
工
具
は
当
施
設
に
あ
る
物
を
使
用

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
初
心
者
の
方
で
も

親
切
に
指
導
い
た
し
ま
す
。
11
月
は
1
回

で
完
成
す
る
作
品
を
作
り
ま
す
。
12
月
は

2
回
を
通
し
て
完
成
で
す
。

■
対　
象　
18
歳
以
上
の
方

■
定　
員　
５
名

■
参
加
費

　

 

１
回
２
，
０
０
０
円
（
指
導
料
、
材
料
代
、

道
具
使
用
料
、
保
険
代
含
む
）

■
持
ち
物

　

 

マ
ス
ク
、
帽
子
ま
た
は
バ
ン
ダ
ナ
、
エ
プ

ロ
ン
、
上
履
き
シ
ュ
ー
ズ
（
ス
ニ
ー
カ
ー

で
可
）

■
そ
の
他

　

 

Ｊ
Ｒ
甲
斐
大
和
駅
か
ら
の
送
迎
も
あ
り
ま

す
の
で
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
斐
の
国　
大
和
自
然
学
校
（
的
場
）

　
☎
48
‐
２
７
７
９

　
（
午
前
９
時
30
分
～
午
後
5
時
30
分
）

平成２７年
甲州市成人式について
■日　時　平成２７年 1 月 11 日（日）
　　　　　受付　午前 11 時 30 分～
　　　　　開式　午後 12 時 30 分
■会　場　甲州市民文化会館　ホール
■対象者　 平成６年４月２日～平成７年４月

１日までの出生の方
※  10 月中旬に新成人の皆様に案内状を発送

いたしました。甲州市成人式に参加する予
定で、案内状が届いていない方はお問い合
わせください。

※ 「成人に向けての一言」も募集していま
す。案内状に記載されたメールアドレスへ
e-mail にてご応募くださいますようお願
いいたします。

※  50 字程度のメッセージと氏名・受付番号
（案内状に記載）を記入してください。

※締切は 12 月３日（水）です。
◆お問い合わせ先
　甲州市教育委員会　生涯学習課
　社会教育担当
　☎ 32 ‐ ５０９７
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※
先
着
１
０
０
名
様
。
終
わ
り
次
第
終
了

○
「
お
お
む
か
し
の
人
の
絵
」
表
彰
式

　
午
前
10
時
～

○
収
蔵
庫
特
別
公
開

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

し
ゃ
か
ど
う
縄
文
ま
つ
り

　
土
器
や
土
偶
を
焼
く
た
め
の
野
焼
き
の

火
を
囲
み
な
が
ら
、
ど
ん
ぐ
り
縄
文
な
べ

を
食
べ
た
り
、
ど
ん
ぐ
り
ク
ッ
キ
ー
を
作

っ
た
り
⋮
自
然
の
中
で
縄
文
文
化
を
体
験

し
ま
せ
ん
か
。
申
込
み
不
要
。

■
日　
時　
11
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～

■
場　
所

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館　
縄
文
広
場

■
内　
容

・
縄
文
な
べ
の
無
料
配
布

・
ど
ん
ぐ
り
ク
ッ
キ
ー
作
り

・
縄
文
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り

・
弓
矢
体
験

・
す
り
石
体
験

・
火
お
こ
し
体
験

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

(

入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

○
休
館
日

　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
（
土
・
日
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生　

２
０
０
円

　
小
中
高
生　
　
　
１
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
☎
47
‐
３
３
３
３

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

特
別
展　
﹃
土
偶
﹄

■
日　
時　
開
催
中
～
12
月
15
日(

月)

■
場　
所　
企
画
展
示
室

　
釈
迦
堂
遺
跡
で
は
１
，
１
１
６
個
も
の
土

偶
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
全
国
か

ら
出
土
し
て
い
る
土
偶
の
一
割
近
く
を
占
め

ま
す
。
ま
た
、
数
の
多
さ
だ
け
で
な
く
様
々

な
形
を
し
た
も
の
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
釈

迦
堂
遺
跡
の
土
偶
は
そ
の
数
や
形
態
、
制
作

方
法
や
遠
く
離
れ
て
出
土
し
た
も
の
が
接
合

す
る
な
ど
資
料
的
価
値
も
高
く
、
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
館

下
さ
い
。

「
お
お
む
か
し
の
人
の
絵
」
展

　
地
元
の
小
学
生
の
み
な
さ
ん
が
描
い
た
約

60
点
の
作
品
を
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

■
日　
時　
開
催
中
～
12
月
15
日
（
月
）

開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト　
開
催

　
11
月
3
日
は
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
の
誕
生

日
。
こ
れ
を
記
念
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

　
当
日
は
入
館
無
料
で
す
。

■
日　
時　
11
月
3
日
（
月
・
祝
）

■
内　
容

○
薄
茶
席
ふ
る
ま
い　
午
前
10
時
～

青少年健全育成推進
甲州市民集会開催
　１１月は、「子ども・若者育成支援強調月間」と
定められております。
　甲州市におきましても、「親のあり方１０か条」
を制定し、その周知徹底を図っているところであり
ますが、私たち市民一人ひとりが青少年育成に対す
る理解をさらに深め、家庭・学校・地域が連携し、
甲州市の青少年育成の推進を図ろうとするための推
進集会にご参加ください。

■日　時　11 月７日（金）　午後 7 時～９時
■会　場　甲州市民文化会館　２階　大会議室
■講　師　 コミュニケーション・アーツ・アカデミー
　　　　　代表　奥脇 洋子 氏　
■演　題　―話・和・輪・環を深める
　　　　　　　　　　　　　世界が広がる―
■主　催　青少年育成甲州市民会議
■共　催　甲州市教育委員会
◆お問い合わせ先
　甲州市教育委員会　生涯学習課　社会教育担当
　☎３２ ‐ ５０９７

甲州市 市民教養講座
「やる気を育む心理学」

　子どもに勉強をさせるようにするにはどうした
らいいんだろう。部下はどうしたら熱心に仕事に
取り組んでくれるんだろう・・・。やる気のメカ
ニズムを心理学から、どうしたらやる気を起こさ
せることができるのか一緒に考えてみましょう。
■日　時　12 月 21 日 ( 日 )
　　　　　午後 1 時３０分～ 3 時
■場　所
　甲州市民文化会館　２階　大会議室
■講　師
　山梨大学大学院教育学研究科
　（教職大学院）
　教授　進藤　聡彦 氏

■参加料
　 無料です。事前の申し込みは必要ありません。
◆お問い合わせ先
　甲州市教育委員会　生涯学習課
　社会教育担当
　☎ 32 ‐ ５０９７
※放送大学との共催事業です。
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■日　時　11 月 16 日（日）
　受　付　　午前 7 時 30 分～
　開会式　　午前 8 時 30 分～
　スタート　午前 9 時
■会　場　勝沼中央公園グラウンド
■コース
　①国宝大善寺と大日影トンネルコース　８．０㎞
　②おこやっさん（立正寺）と寺町散策コース
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．５㎞
　③近代産業遺産コース　　　　　　　　４．０㎞

■定　員　２，０００人（先着順）
■参加費　1 人２００円
　※小学生未満は無料。当日受付で徴収します
■締切日　11 月 10 日（月）（はがきの場合は必着）
◆申し込み・お問い合わせ先
　①甲州市役所　生涯学習課
　　☎ 32 ‐ ５０９８　 32 ‐ ５１７２
　　s-gakushu@city.koshu.lg.jp
　②甲州市体育協会（塩山体育館）
　　☎ 32 ‐ １１１６　 32 ‐ ２８３７
　　sports1@kcnet.ne.jp

参加者募集中 !!　2014 健康ウオーク IN 甲州

　簡単だけどプラスワンポイントでちょっとリッ
チなクリスマス料理を。美味しい料理をこぴっと
マスターして家族や友人を驚かせよう！
■日　時　12 月 6 日（土）
　　　　　午前 10 時～午後１時
■場　所　甲州市民文化会館　３階　調理室
■講　師　斉藤 洋子 先生
　　　　　（ほうむめいどクッキングサロン 主宰）
■対　象　中学生以上の男性３０名
　＊親子参加・おじいちゃんと孫の参加もＯＫ
　＊ お父さん、おじいちゃんとの参加の場合は小

学生のお子さまも可
　＊ 甲州市内にお住まいの方、またはお勤めの方
■材料費　１人１，５００円
■持ち物　エプロン、三角巾、ハンドタオル
■メニュー
　＊ 豚肉の赤ワインビネガーの軽い煮込み
　＊スモークサーモンのクリスマス風ピザ
　＊いろいろ野菜のボリュームスープ
■締切日　11 月 28 日（金）
■その他
　アレルギー対応はしていません。

◆申し込み・お問い合わせ先
　甲州市男女共同参画推進委員会　事務局
　市民課　市民参画・協働担当
　☎３２ ‐ ５５８３

参加者募集

『男
おとこし

がつくる
　クリスマスごはん』

～家事場のパパヂカラを
　　　見せちゃおう！～

わんぱく親子塾
～ぶどうを使ったワンプレートランチ～

甲州市のおいし～い「ぶどう」を使い、ジャム、
ジュース、そして、たのしく簡単にできるワン
プレートランチを作りましょう！
■日　時　11月８日（土）（雨天実施）
　　　　　午前９時３０分～　受付
　　　　　午後２時　解散
■場　所　勝沼市民会館　調理室
■持ち物　エプロン、三角巾、ハンカチ
■対　象　小学校１年生～３年生　親子１５組
　　　　　小学校４年生～６年生　　　１０名
　　　　　（高学年は子どもだけでも参加できます）
■参加費　一人３００円（当日ご持参ください）
■締切り　１１月５日（水）午後５時
　　　　　（定員になり次第締め切ります）

メニュー（予定）
　　　　　　　　　　・メインディッシュ
　　ぶどうを使った　・サラダ
　　　　　　　　　　・デザート　など
■主　催　甲州市勝沼青少年育成推進員会
◆共催・申し込み・お問い合わせ先
　勝沼中央公民館　☎４４‐２１００

{

東山梨図工・美術作品展の開催
■日　時
　11 月 15 日（土）午前９時～午後５時
　11 月 16 日（日）午前９時～午後３時 30 分
■場　所　甲州市民文化会館　２階　大会議室
■内　容
⑴テーマ　小学生「自分らしいあらわし方で」
　　　　　中学生「自分らしさを求めて」
⑵領　域　絵画、デザイン、立体作品
◆主催・お問い合わせ先
　東山梨教育協議会
　東山梨図工・美術作品指導法研究会
　☎３３ ‐ ２６３５
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■
会　
場　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
1
歳
以
下
の
親
子

■
持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル

■
参
加
費　
無　
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
33
‐
７
９
０
０

○
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー
○

■
内　
容　
か
ら
だ
あ
そ
び

　
「 

簡
単
な
ル
ー
ル
の
あ
る
ゲ
ー
ム
で
体
を

動
か
し
ま
す
」

■
日　
時　
11
月
13
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
会　
場　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
1
歳
以
上
の
親
子

■
持
ち
物　
上
履
き

■
参
加
費　
無　
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
33
‐
７
８
０
０

○
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館
○

■
内　
容　
リ
ズ
ム
あ
そ
び

　
「 

冬
の
う
た
に
合
わ
せ
て
歌
っ
た
り
踊
っ

た
り
し
ま
す
」

■
日　
時　
11
月
27
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
会　
場　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

■
対　
象　
未
就
園
の
親
子

■
持
ち
物　
上
履
き

■
参
加
費　
無　
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

　
☎
44
‐
３
７
２
３

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
（
糖
尿
病
予
防
）
教
室

を
開
催
し
ま
す
！
血
糖
値
が
気
に
な
る

方
、
ま
ず
は
「
糖
負
荷
検
査
」
を
受
け

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
空
腹
時
に
は
正
常
な
血
糖
値
で
も
、
食
後

２
～
３
時
間
で
血
糖
値
が
上
昇
す
る
「
食
後

高
血
糖
」
は
糖
尿
病
予
備
群
と
も
い
わ
れ
ま

す
。
糖
負
荷
検
査
を
行
な
う
こ
と
で
、
自
身

の
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
と
血
糖
値
の
状
態
が
分

か
り
ま
す
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
一
人
一
人

に
合
っ
た
生
活
改
善
方
法
を
み
つ
け
ま
す
。

■
糖
負
荷
検
査
対
象
者　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・ 

年
齢
40
～
64
歳
で
、
会
社
等
で
保
健
指
導

を
う
け
る
機
会
が
な
い
方

・ 

今
年
度
の
健
診
結
果
が
、
空
腹
時
血
糖
値

１
０
０
～
１
２
５m

g/dl

か
つHbA1c 

５
．
６
～
６
．
４
％
の
範
囲
の
方

・ 

生
活
習
慣
病
（
高
血
圧
、
高
脂
質
血
症
、

糖
尿
病
）
の
内
科
治
療
を
受
け
て
い
な
い
方

■
糖
負
荷
検
査
日　

○
塩
山
市
民
病
院　
12
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
平
成
27
年
１
月
25
日
（
日
）

○
大
藤
診
療
所　
平
成
27
年
１
月
10
日
（
土
）

■
検
査
結
果

　

 

糖
尿
病
境
界
型(

２
時
間
血
糖
値
が
１
４

０m
g

／dl

以
上
）
の
方
が
ヘ
ル
ス
ア

ッ
プ
教
室
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
自
己
負
担
金　
な
し　

■
締
切
日　

（
12
月
検
査
）
12
月
３
日
（
水
）

（
１
月
検
査
）
平
成
27
年
１
月
７
日
（
水
）　

　

 

健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
を
社
会
保
険
ま
た
は

個
人
で
受
け
て
い
る
方
も
参
加
で
き
ま
す
。 　

 

お
申
し
込
み
の
際
は
お
手
元
に
健
診
結
果

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　
健
康
づ
く
り
担
当　
　

　
☎
33
‐
７
８
１
３

健
康
づ
く
り
講
演
会
を
行
い
ま
す
！

 　
「
脳
卒
中
を
知
ろ
う
」

■
日　
時　
11
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

　
　
　
　
　
（
受
付　
午
後
6
時
30
分
～
）

■
場　
所　
塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
1
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
講　
師　
塩
山
市
民
病
院

　
　
　
　
　
脳
神
経
外
科
医
長

　
　
　
　
　
渡
邉　
徳
明
先
生

■
主　
催

　
甲
州
市
・
甲
州
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　
医
療
対
策
室

　
健
康
企
画
・
医
療
担
当

　
☎
32
‐
５
０
１
４

児
童
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
予
定

○
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー
○

■
内　
容　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
「 

親
子
で
ゆ
っ
く
り
肌
の
ふ
れ
あ
い
を
楽

し
も
う
」

■
日　
時　
11
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

○
塩
山
北
・
南
児
童
セ
ン
タ
ー
合
同
○

■
内　
容　
特
別
イ
ベ
ン
ト

　
「
親
子
で
楽
し
む
リ
ト
ミ
ッ
ク
」

　
講
師　
ピ
ア
ニ
ス
ト　
　
廣
瀬　
美
鈴

　
　
　
　
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手　
工
藤　
夏
子

■
日　
時　
11
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
会　
場　
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
　
　
　
　

２
階
大
会
議
室

■
対　
象　
３
歳
以
下
の
親
子

■
参
加
費　
無　
料
（
申
し
込
み
も
不
要
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
33
‐
７
８
０
０

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　
　

こ
す
も
す
か
ん
ま
つ
り

■
日　
時

　
11
月
８
日
（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

■
場　
所　
塩
山
ふ
れ
あ
い
館　

■
内　
容

　

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
タ
イ
古
式
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
美
的
フ

ェ
イ
シ
ャ
ル
ヨ
ガ
、
ア
ロ
マ
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
で
カ
ー
ド
づ
く
り
、
耳

つ
ぼ
ジ
ュ
エ
リ
ー
な
ど

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
こ
す
も
す
館
（
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
）

　
☎
33
‐
２
４
８
７
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無
料
法
律
相
談
（
予
約
制
）

■
日　
時　
11
月
17
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎　

２
階　
第
２
会
議
室

■
対　
象　
市
内
在
住
の
方

■
定　
員

　
６
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※ 

11
月
５
日
（
水
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

・ 

な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

無
料
法
律
相
談
（
休
日
）

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
平
日
は
忙
し
く

て
相
談
に
行
け
な
い
と
い
う
方
に
、
休
日
無

料
法
律
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
悩
み
ご

と
の
あ
る
方
は
電
話
に
て
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
日　
時　
11
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
12
時
20
分　

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市
民
会
議
室
Ｂ

■
対　
象　
市
内
在
住
の
方

■
定　
員

　
５
名
（
相
談
者
１
人
に
つ
き
40
分
以
内
）

※ 

こ
の
無
料
法
律
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で

す
。
11
月
10
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か

ら
電
話
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
無
料
法
律
相
談
事
務
局

　
☎
44
‐
２
６
１
２

無
料
消
費
生
活
相
談

　
市
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
多
重
債
務
な
ど
、

消
費
生
活
に
関
す
る
無
料
相
談
を
開
設
し
ま

す
。

■
日　
時　
11
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
の
部　
午
前
9
時
～
正
午

　
　
　
　
　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
4
時

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市
民
相
談
室

■
対　
象　
市
内
在
住
の
方

■
定　
員　
12
名

　
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

■
内　
容

　

 

消
費
生
活
関
連
、
架
空
請
求
、
訪
問
販
売

等
に
関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、
サ
ラ
金
、

多
重
債
務
、
相
続
、
遺
言
な
ど

※ 

こ
の
無
料
消
費
生
活
相
談
は
、
完
全
予
約

制
で
す
。

・ 

11
月
５
日
（
水
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

・ 

相
談
す
る
事
項
を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書

類
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

県
下
無
料
法
律
相
談

■
日　
時　
11
月
27
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎　

２
階　
第
２
会
議
室

■
対　
象　
市
内
在
住
の
方

■
定　
員

　
６
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30
分
）

※ 

こ
の
無
料
法
律
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す
。

11
月
５
日
（
水
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談

　
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
毎
月
開
催
し
て

い
ま
す
。
行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で
お

悩
み
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
日　
時　
11
月
13
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎　

２
階　
第
１
会
議
室

■
対　
象　
市
内
在
住
の
方

※
こ
ち
ら
の
相
談
会
は
予
約
不
要
で
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

勝
沼
地
域
行
政
相
談

　
行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
11
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場　
所

　
勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　

２
階　
会
議
室
Ａ

■
対　
象　
市
内
在
住
の
方

※
こ
ち
ら
の
相
談
会
は
予
約
不
要
で
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

も
の
忘
れ
相
談　

　
も
の
忘
れ
に
対
す
る
不
安
か
ら
、
も
の
忘

れ
の
あ
る
方
へ
の
対
応
方
法
ま
で
何
で
も
結

構
で
す
。
専
門
医
が
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
11
月
21
日
（
金
）
午
後
３
時
～

※ 

こ
の
相
談
は
、
無
料
・
完
全
予
約
制
で
す
。

11
月
19
日(

水)

ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

 

毎
月
第
３
金
曜
日
に
も
の
忘
れ
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市
民
会
議
室
Ｂ

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）

　
☎
32
‐
５
６
０
０
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障
害
者
生
活
支
援
相
談

時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

　
平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で
行

け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
す
べ
て
の
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
時
間
外
相
談
日

◎
水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

　
11
月
5
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日

◎
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

　
11
月
1
日
、
8
日
、
15
日
、
22
日
、
29
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　

33
‐
２
３
０
７

 

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員
ピ
ア

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談　
　

（
予
約
制
）　

　
障
害
を
持
つ
人
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を
持

つ
人
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害
者
自
身

が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て
悩
み
を
聞
き
相
談

に
の
り
ま
す
。
１
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
視
覚

　
石
原
テ
ル
氏　
　
　
　
☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

　
遠
藤
養
蔵
氏　
　
　
　

33
‐
９
１
９
２

■
肢
体

　
羽
村
千
鶴
氏
（
肢
体
）
☎
32
‐
１
２
２
４

　
中
村
安
孝
氏
（
脳
原
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

　
田
中
美
津
江
氏　
　
　
☎
32
‐
２
２
４
７

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　

33
‐
２
３
０
７

※ 

相
談
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来
所
で

き
な
い
方
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

障
害
者
陶
芸
教
室

　
障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
陶
芸

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
は
じ
め
て
の
方
で
も

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
11
月
4
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～

■
場　
所　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

■
定　
員　
15
名
程
度

■
参
加
費　
材
料
費　
１
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　

33
‐
２
３
０
７

 

こ
こ
ろ
の
専
門
相
談

　
心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご
家

族
の
相
談
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
ま
す
。

来
所
で
き
な
い
場
合
は
ご
自
宅
等
へ
の
訪
問

も
可
能
で
す
の
で
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
こ
の
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す

〔
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
〕

■
日　
時　
11
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
2
時
30
分
～
4
時
30
分

■
申
し
込
み　
11
月
12
日
（
水
）
ま
で

〔
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
〕

■
日　
時

　
毎
月
第
1
・
第
3
火
曜
日
の
午
前
中

■
申
し
込
み　
随
時

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　

33
‐
２
３
０
７

●Ａパート
　優　勝　上井尻
　準優勝　下於曽東
　３　位　千野上
●Ｂパート
　優　勝　小田原
　準優勝　下於曽西
　３　位　三日市場上バイオレット

●Ｃパート
　優　勝　赤　尾
　準優勝　上　西
　３　位　上岩崎
●Ｄパート
　優　勝　熊　野
　準優勝　萩　原
　３　位　小屋敷

◆お問い合わせ先　生涯学習課　スポーツ振興担当　☎ 32 ‐ ５０９８

第９回甲州市家庭婦人バレーボール大会の
結果のお知らせ

農民ダイナマイト農民ダイナマイト

農業の魅力とその素晴らしさを世の中に発信し、未来の地球と子供達のために
農民革命 !!　山から町に、町から都会に！
みんなのハートに種を蒔く！  それが農民ダイナマイト！  Get Up Stand Up!!

お問い合わせ先　（主催）神金フェスタ実行委員会
TEL＆FAX　0553-39-8671　E-mail　kamifesu@gmail.com
お問い合わせ先　（主催）神金フェスタ実行委員会
TEL＆FAX　0553-39-8671　E-mail　kamifesu@gmail.com〔神金フェスタ〕で検索〔神金フェスタ〕で検索

入場無料

と　き　11月 23日（日）　10：00 ～ 16：00
ところ　神金小学校付近（甲州市塩山上萩原 1518-4）
と　き　11月 23日（日）　10：00 ～ 16：00
ところ　神金小学校付近（甲州市塩山上萩原 1518-4）

有
料
広
告
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甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

　

気
づ
き
合
お
う
あ
な
た
と
私
の
未あ

し
た来

の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
©
段
丹
映
子
・「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
刊

塩山駅南口市民ギャラリー
塩山地域の小・中学生による

文化祭の入賞作品を展示します。
 11 月   ４日（火）～ 11 月 24 日（月）

小・中学生絵画、書道＜文化協会長賞＞

 11 月 25 日（火）～ 12 月 14 日（日）
小・中学生絵画、書道＜教育長賞＞

 12 月 15 日（月）～   １月   ４日（日）
小・中学生絵画、書道＜市長賞＞

※ 展示内容・期間につきましては、変更になる場合も
あります。

有
料
広
告

林電気商会
甲州市塩山上於曽1106
TEL･FAX 33-2159

家電製品は 安心の当店におまかせ下さい！あと
 あと

町の電気店 有
料
広
告

有
料
広
告

劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル　
　

﹃
魔
法
を
す
て
た
マ
ジ
ョ
リ
ン
﹄

■
日　
時

　
平
成
27
年
１
月
12
日
（
月
・
祝
）

　
午
後
4
時
～
（
開
場　
午
後
３
時
30
分
）

■
場　
所

　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
ホ
ー
ル

■
入
場
料

　
（
全
席
指
定
）
３
歳
以
上
有
料

　
　
Ｓ
席　
　
４
，
０
０
０
円

　
　
Ａ
席　
　
３
，
０
０
０
円

　
　
Ｂ
席　
　

２
，
０
０
０
円

　
（
３
歳
未
満
の
着
席
鑑
賞
は
有
料
）

■
入
場
券
販
売
所

○
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
☎
32
‐
１
４
１
１

※
電
話
予
約
可

○
劇
団
四
季
予
約
セ
ン
タ
ー

　
（
午
前
10
時
～
午
後
６
時
）

　
☎
０
１
２
０
‐
４
８
９
４
４
４

○ 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｉ 

Ｏ
Ｎ
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
チ
ケ
ッ
ト

（
24
時
間
受
付
）

※
ア
ド
レ
ス

　

http://489444.com

※ 

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
よ
り
販
売
時
間
が
異
な

り
ま
す
。

◆
主
催
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
☎
32
‐
１
４
１
１

※
午
前
９
時
～
午
後
５
時

︻
休
館
日
︼

　

 

月
曜
日
・
国
民
の
祝
日
（
祝
日
と
月
曜
日

が
重
な
る
と
き
は
そ
の
翌
日
）

　
年
末
年
始
（
12
月
28
日
～
１
月
４
日
）
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　警察では、各種相談窓口を設置し、市民からの
相談に応じています。特に、不幸にして犯罪被害
に遭われた方、その家族からの相談窓口や被害者
支援活動の内容等及び被害者の経済的負担を軽減
する犯罪被害給付制度について、広く市民の皆
様に知っていただくために、１１月中を「被害
者支援活動等に関する広報月間」と定
め、各種広報活動に積極的に取り組んでいます。

・山梨県犯罪被害者等総合支援窓口
　　☎０５５ ‐ ２２３ ‐ ４１８０
・警察総合相談室
　　☎０５５ ‐ ２３３ ‐ ９１１０
　　または、「＃９１１０」
・性暴力１１０番
　☎０５５ ‐ ２２４ ‐ ５１１０（ＦＡＸ兼用）
・ヤングテレホン
　☎０５５ ‐ ２３５ ‐ ４４４４【甲府】
　　　　　　　　　　　　　　　（ＦＡＸ兼用）
　☎０５５５ ‐ ２２ ‐ ４４４４【富士吉田】
　　　　　　　　　　　　　　　（ＦＡＸ兼用）
・警察安全相談所
　☎０５５３‐２２‐０１１０【日下部警察署内】
・㈳被害者支援センターやまなし
　☎０５５ ‐ ２２８ ‐ ８６２２
　　　　　　（フジはハローニコニコ）

【窓口の電話等受付】
　平日　午前８時３０分～午後５時
　ＦＡＸは２４時間受付

【被害者支援センターのみ】
　平日　午前１０時～午後４時

【被害者支援センターＵＲＬ】
　http://www6.ocn.ne.jp/~shienyam/

みんなでつくろう安全・安心のまち

日下部警察署・各種防犯団体

下校時間帯に
子どもの見守り活動を

不動産無料相談
■日　時　11 月 20 日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合）
　　　　　☎３３ ‐ ２９０１
◆申し込み・お問い合わせ先
　　　（社）山梨県宅地建物取引業協会　相談室
　　　　　☎０５５ ‐ ２４３ ‐ ４３０４

被害者支援活動等広報月間 市の人口※平成２６年 10 月 1 日現在
（　）内前月比

人口 3 3 , 7 9 2 人 （－　９人）
男 1 6 , 3 2 6 人 （±　０人）
女 1 7 , 4 6 6 人 （ー　９人）
世帯 1 3 , 2 2 2 世帯（＋ 13世帯）

◎甲州市社会福祉協議会へ
　・中村　一成さん（牛　奥）

温かな善意ありがとうございました

警察等における
犯罪被害者等のための相談窓口

全国一斉
「女性の人権ホットライン」
強化週間
　夫 ･ パートナーからの暴力やストーカーなど
の事案は、依然として数多く発生していること
から、これらの女性をめぐる様々な人権問題の
解決を図るための人権相談活動を強化するため、
全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間
を実施します。
■期　間
　11 月 17 日（月）～ 23 日（日）
　午前 8 時３０分～午後 7 時まで
＊ 土曜日 ･ 日曜日は午前１０時から午後 5 時まで
■担　当
　甲府地方法務局職員
　山梨県人権擁護委員連合会人権擁護委員
＊相談は無料で秘密は厳守します
◆お問い合わせ先
　女性の人権ホットライン
　☎０５７０ ‐ ０７０ ‐ ８１０
＊電話専用相談窓口（全国共通）
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＊お問合せ＊

勝沼図書館 ☎44-3746
塩山図書館 ☎32-1505
大和図書館 ☎48-2921
甘草屋敷子ども図書館
　　　　　 ☎33-5926●ホームページ

　http://www.l ib-koshu.jp/

子ども図書館第３９回企画展
『どんぐりむらのぱんやさん』複製原画展
☆会期：11 月 30 日（日）まで開催中！
☆会場：甘草屋敷子ども図書館

やさしくて　　　　
　あたたかい　　　　

　　どんぐりむらの　　
秋です。　　　　　

勝沼図書館　カムカムフェスタ
☆日時：11月１日（土） 午前10時30分～午後４時
☆会場：勝沼図書館

《午前の部》
　・乳幼児向けおはなし会　・ミニコンサート

《午後の部》
　・ビッグアニマシオン　・工作　等
★当日、本を借りると三角くじをひくことができます！
　ブックリサイクルも同時開催！

ぶどうとワインの資料展 2014
『時代を拓く有志の群像　 

～葡萄酒づくりの幕あけと勝沼の人びと～』
☆日時：11 月 27 日（木）まで開催中
☆会場：勝沼図書館
☆ 勝沼地区の旧・祝村について 3 年間かけてフィール

ドワークを行った、筑波大学の湯澤先生のご協力の
下、古文書から見える勝沼の熱き人びとの歴史を展
示します。

　 貴重な古文書と豊富な資料から、勝沼悠久のロマン
が見えてきます。

《関連講座：一般対象》
　『「葡萄三説」から読み解く古文書セミナー』
☆日時：11 月 9 日（日）　午後 2 時～
☆会場：勝沼図書館　視聴覚室
☆講師：筑波大学　湯澤規子先生
　 『葡萄三説』（高野正誠　１８９０年刊）を読み解き

ます。幅広い年代・業種の方にオススメです。
※要申し込み

《関連講座：小学生対象ワークショップ》
　『古文書・宝の地図を作ろう！』
☆日時：11 月 16 日（日）午後 2 時～ 
☆会場：勝沼図書館　視聴覚室
☆定員：小学生 10 名　※要申し込み

知的書評合戦
ビブリオバトル IN 塩山③

☆日時：11 月 15 日（土）午後５時３０分～
☆会場：塩山図書館カウンター前

 今回のチャンピオン本
を決めるのは、参加者
のみなさんです！

子どもや孫に自慢できる
おりがみ教室

☆日時：11 月 29 日（土）午後１時 30 分～
☆会場：甘草屋敷子ども図書館
☆定員：一般 10 名（塩山図書館まで申込み）
　　　　※お子様の同伴は不可。
☆内容： 子どもさんやお孫さんに「すごい！」と思わ

れるような、それでいて簡単に作れる折り紙
をご紹介します。

図書館クリスマス会
☆日時：12 月７日（日）午後 1 時 30 分～
☆会場：甲州市民文化会館　２階　大会議室
☆内容： 特別に著者の方から貸していただいた『まな

いたにりょうりをたべさせないこと』の大型
ペープサートやビックリ工作教室など

※参加のお申し込みは塩山図書館まで

◆9月の講演会
　絵本作家サト
シンさんとカム
カムクラブの子
ども達とのコラ
ボで大盛り上が
りでした。

◆子ども図書館パー
クライブラリー
　全部クリアした子
は 30 冊の絵本を読
みきりました！



「わが家のスター」では、元気なお子さんの
写真を募集しています。ご両親のコメントを
添えて広報担当までお申し込みください。
（政策秘書課 広報担当 ☎３２‐５０６３）
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ちゃん（２歳）

お風呂が大好きな蛍都。最近６本目
の歯が生えてきて食べる事に興味が
でてきたのでマイペースでガンバ！
すくすく元気に育ってね。
父・一哉さん、母・絵美さん

（初鹿野）

ちょっぴりケンカもするけれど
いつも笑顔がいっぱい。
３人ずっと仲良くいてね！
父・剛史さん、母・久実さん

（上塩後）
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ちゃん（10 ヶ月）

食べるのが大好きな女の子（＾＾♪
愛情いっぱい受けてこれからも我が
家のアイドルでいてね♡

父・寿幸さん、母・加奈さん
（上塩後）

◆お申し込み・お問合せ
　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　TEL32-5063
　ホームページアドレス http://www.city.koshu.yamanashi.jp

有料広告
市では、新たな財政確保や地域経済の活性化を図るため、有料広告を募集します。

◆お問い合わせ先　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　☎３２ ‐ ５０６３




